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韮澤 睦美 （石黒宗美社中）

　ゴールデンウィークの最終日、昨年末で青年部を卒業された先輩方をお招き致しました。

会場は小林部長宅でもある 友誼庵でしたので お食事をお召し上がりいただき、濃茶、薄茶のひとときを

お過ごしいただきました。

　お道具も、先輩方の思い出があるものをと考え、青年部行事で製作したものやブロック研修などで

製作したものなどを使用させていただきました。 皆さん「懐かしい」とその都度笑顔を見せていただき

とても和やかな雰囲気で、こちらもとてもうれしい気持ちでおもてなしさせていただきました。

　現役会員の参加者も大勢で 水屋が窮屈に感じる程でしたが、皆、先輩方をおもてなしして送り

出したいという気持ちで溢れておりましたので、とても良い会となりました。
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加藤 宏隆 （片山宗雪社中）

まだお茶をはじめて１年半で今回、はじめて青年部のお茶会に参加させて頂き、主に受付と呼び込みを

させて頂きました。

　なにもわからない中、お茶会の全体の流れや受付のこと、設営などに関してなんとなくわかるように

なりました。尋ねると先輩方が優しく教えてくれたので有り難かったです。

　今回の奏風茶会の結果、お客様の人数が目標を上回り、すべての時間帯で８割以上の席が埋まり

良かったのですが人通りが少ない時間帯があり、その時間の呼び込みが大変でした。

　前回がわからないので比較は出来ませんが、みんなでやり遂げるという一体感があり、皆さんの連携が

凄いなと思いました。あと私は参加してませんでしたが前日に結界や蓋置きなど、竹を切り手作りで

作っていたのがすごく良かったです。

　私などではまだお茶会の大変さは漠然としかわかりませんが、道具選びはホント大変だなと思いました。

季節柄やテーマ、お客様を考えた道具選びを少しずつ勉強していければと思います。

今後の稽古の励みになりました。

次回お茶会でお役に立てるよう少しずつ勉強していきたいと思います。



川鍋 誠二  （小川宗聰社中）

　森が生命力を帯びる夏至にあたるこの日、わたしは『新入会員歓迎茶会』に参加するため、

三条市に窯をかまえる中村宗元先生のもとを訪れた。

そこで、ご丁寧な指導のもと、本格的なお茶碗をつくらせていただいた。ひんやりやさしい土の感触を

手全体で楽しみつつ、飲み心地や持ち心地などなるべく細部に想いをめぐらせた。

「自作のお茶碗でお茶を点てられる」という喜び。お茶をはじめたばかりの私にとっては、

まずなによりの”ごちそう”だった。

　茶道について、その所作や知識など、修練し学ばなければならないことが多い。一方で楽しみ方は

無限に与えられている。そんな茶道の懐の広さも感じることができた。

　また昼食のお手製流しそうめんに、先輩がたが点前をしてくださった薄茶。

学びと”ごちそう”に満ち溢れた一日だった。



木村 由紀子 （結城宗由社中）

　6月28日（日）。 「キモノで茶話会」に参加してきました。

当日は各自で着物を着て集合。遠藤さんの着付けを見せてもらい、より綺麗に着物を着るコツを

教えていただきまし た。朝、自分で着た時のことを思い返し「なるほど！こうすればもっと上手に

できたんだ！」と気づくことばかり。特に、お茶席で着物を着る時のコツや注意点 は、１週間後の

チャリティー茶会で早速実践することができました。その後、車を乗り合わせて三条へ移動。

丸伊今井邸での「男子 茶游会」に伺ってきまし た。青年部行事初参加だったため、内心ドキドキ

していた私ですが、あまりの楽しさにいつの間にか緊張もほぐれ、とても有意義な時間を過ごす

ことができました。



磯部 寛子  （渡辺宗京社中）



池田 誠 （冨澤宗典社中）



平成27年11月8日（日）。

千敬史様、万紀子様をお迎えし、ANAクラウンプラザ新潟にて 

記念行事が開かれます。

記念茶会、祝賀会の他、万紀子様、敬史様との鼎談会の催しが

決定しております。

会員の皆様はもちろんの事、先生方を始め多くの淡交会の会員の

皆様にご出席いただけますようよろしくお願い致します。

会員の皆様からも、多くのお声がけをよろしくお願いいたします。



その他の行事に関してましては、 各委員長より随時 メールにてお送りしています。
メールアドレス変更や、新入会員でメールが届かない方は、速やかに
総括幹事 酒井の方までご連絡ください。


